
学校番号 117 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 3年次 

使用教科書 『新 探求現代文Ｂ』（桐原書店） 

副教材等 国語便覧（数研出版）、ﾊﾟｰﾌｪｸﾄｸﾘｱ（尚文出版）、錬成現代文 2＋（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

3 年生では、2 年生までに学習した漢字や語句の知識を活用し、より抽象度の高い評論文や物語を

読み解いていきます。専門分野に関する評論文や読み解くために知識を要する物語を扱うことにな

りますので、知らない言葉は各自で辞書を引いておきましょう。課題は問題集の提出などを予定し

ています。しっかり取り組みましょう。授業は集中して説明を聞き、単元ごとに内容を自分で復習

しておきましょう。授業で取り組んだ内容が理解できているかどうかは、授業中の解答とノートや

プリントの記述内容、定期考査で判断します。理解できない部分をそのままにせず、その都度質問

してください。 

 

２ 学習の到達目標 

・語句の意味を的確にとらえた上で、文章内容に沿って理解できている。 

・文章の主旨などを自分の言葉で適切に説明でき、その上に自らの意見を持ち、表現できている。 

・予習や課題が期限までに取り組めている。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 

d：読む能力 
e：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業に積極的に

取り組み、現代文

について学ぶ意

欲がある。 

・本文の内容を踏

まえた上で、自ら

の意見を述べる

ことができる。 

・他者の意見をし

っかりと聞くこ

とができる。 

・ノートに本文

の内容をまとめ

られる。 

・自分の意見や

感想を書くこと

ができる。 

【小説】 

本文の表現から

心情を理解でき

る。 

【評論】 

筆者の主張や意

見を論理的に理

解できる。 

・現代文を理解

する為に必要な

語句の知識や、

背景知識、文学

史の知識などを

理解し、定着で

きている。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

(授業態度・発言) 

 

・提出物の点検 

・行動の観察 

(授業態度・発言) 

・ノートやプリ

ントの点検 

・ノートやプリ

ントの点検 

 

・定期考査 

・提出物の点検 

 

 

・定期考査 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評

定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期
中
間 

小
説 

「檸檬」 ○  ○ ○  a：物語の展開と筆者の論旨を

読み解こうとする。 

c:人物像や心情を読んで理解

し、自らの意見を書く。 

d:筆者の意見を読み解くこと

ができる。 

行動観察 

定期考査 

ノート点検 評
論 

「言葉の〈意味〉と〈表徴〉」 

一
学
期
期
末 

評
論 

「身体と出現」 

「詩人のふるさと」 

○   ○ ○ a:物語の展開と筆者の論旨を

読み解こうとする。 

d:筆者の意見を読み解くこと

ができる。 

e：物語の背景について理解す

る。 

行動観察 

定期考査 

ノート点検 

二
学
期
中
間 

小
説 

「舞姫」 ○ ○ ○ ○  a:文語表現を読み解こうとす

る。 

b:本文の人物像や心情を理解

した上で、自らの意見を言うこ

とができる。 

c:人物像や心情を読んで理解

し、自らの意見を書く。 

d:本文に表現されていること

から人物の心情を丁寧に読み

解く。 

行動観察 

定期考査 

ノート点検 

二
学
期
期
末 

評
論 

「支配の役割」 

「地図の想像力」 

○   ○ ○ a:筆者の論旨を読み解こうと

する。 

d:筆者の意見を読み解くこと

ができる。 

e：背景知識を理解する。 

行動観察 

定期考査 

ノート点検 

三
学
期 

評
論 

「『普遍性』」 ○   ○ ○ a:筆者の論旨を読み解こうと

する。 

d:筆者の意見を読み解くこと

ができる。 

e：背景知識を理解する。 

行動観察 

定期考査 

ノート点検 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力     e：知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


